
資料５

「緑の募金」の強化について

１ 森林づくりに関心が高い企業・団体への集中的な働きかけ

店頭募金や協賛商品の販売を通じた募金等を含めれば、企業・団体の協力による募金

は増加。これを踏まえ、募金への協力の可能性が高いと考えられる森林づくりに関心が

高い企業・団体への集中的な働きかけを実施。

（１ 「企業の森づくりフェア」参加企業に対する働きかけ）

今年東京と大阪で開催した「企業の森づくりフェア」に参加した延べ２８０社への

働きかけを実施。

（２）美しい森林づくり全国推進会議を通じた協力者の拡大

美しい森林づくり全国推進会議に参画する企業、団体、発起人等に対して協力の呼

びかけを実施。

※ 上記について、東京近郊に本社のある企業等については、(社)国土緑化推進機構

から働きかけ、それ以外の企業等については、都道府県緑化推進委員会を通じて働

きかけ。

２ 都道府県緑化推進委員会、市町村緑化推進委員会等を通じた募金活動の強化

（１）市町村の緑化推進委員会（任意団体）の拡大を推進

市町村における募金活動の中心的役割を担う市町村緑化推進委員会の拡大を推進

※ 市町村緑化推進委員会の設置状況1,108市町村（全市町村の約６割）

※ 「１人当たり募金額」の多い上位１０県のうち、８県が全市町村で市町村緑化推

進委員会を設置（全市町村で緑化推進委員会を設置している都道府県は１４）

（２）各都道府県緑化推進委員会で作成した今年度アクションプランの実施

３ 環境省が関連するイベント等に募金の実施

環境省が関連するイベント等について紹介を受け、募金を実施。

「 」（ ）、※ 新宿御苑みどりのフェスタ ２００８新宿御苑みどりフェスタ実行委員会主催

「第３回ロハスデザイン大賞２００８『新宿御苑展 （雑誌「ソトコト」主催）に』」

おいて実施。来年度以降「アースデイ東京 （アースデイ東京実行委員会主催）での」

連携を検討。



緑の募金額の推移

募金方法別金額の推移
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